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令和６年度第１回中野市保育所等運営審議会 会議録 

日 時 令和６年８月２日（金）午後６時 00分～午後６時 37分 

会 場 中野市役所２階 会議室 21 

出席者 【委員】 

中村幹夫委員（会長）、若林幸裕委員（副会長）、西原芳子委員、 

小林啓治委員、東條友美委員、添野美知子委員、小林健一委員（７名） 

（酒井沙也架委員 欠席） 

【事務局】 

子ども部長 小林由美、保育課長 鈴木克彦、 

課長補佐兼施設係長 江本一視、保育係長 山田真一、 

施設係 主任主事 金井友也、保育係 主事 梅田奈月（６名） 

 

【会議内容】                                    

１ 開 会 

 子ども部長 

 

２ あいさつ 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己紹介 

 

４ 会議事項 

 保育係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

皆様、こんばんは。 

初めての方もいらっしゃいますので改めて自己紹介いたします。 

昨年からこの審議会の委員長を務めております中村と申します。 

よろしくお願いします。 

本日は事務局からの報告に対して、委員の皆さまの忌憚のないご意見

をいただければと思っています。 

よろしくお願いします。 

 

（略） 

 

・利用者負担額（保育料）の軽減について 

 資料に基づき説明 

 概要： 

 長野県による保育料軽減事業補助金を活用し、保育料の算定基準 

となる市民税所得割額が 57,700円未満の世帯、子どもが２人以 

上いる世帯の２人目以降の保育料の軽減を図るため準備を進め 

ている。 

関連予算を９月議会に上程し、お認めいただければ 10月の保育 

料分から適用させたい。 
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会長 

 

会長 

 

保育係長 

 

会長 

  

 

 

施設係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

会長 

  

委員１ 

 

 

  

 施設係長 

 

 

 

 

 

 

ただいまの事務局からの説明で質問がありましたらお願いします。 

 

中野市の場合、多い階層はどのあたりでしょうか。 

 

第４-２、５、６階層の世帯が多いです。 

 

他に質問ありませんか。（質問なし） 

無いようであれば、次の保育所民営化事業について、事務局からお 

願いします。 

 

・保育所民営化事業について 

資料に基づき説明 

概要： 

これまでの経過 

今年度４月から引継ぎ保育が開始され、６月末に国の交付金の内 

示があった。 

三者協議会（保護者、事業者、市） 

 運営等の協議を進めており、３月から現在まで計５回行われてい 

る。会の状況については都度、ホームページで公開している。 

 今後の予定 

  10月から共同保育の開始、令和７年３月に園舎完成、開園準備し、 

令和７年４月１日に開園を予定している。 

 

ただいまの事務局からの説明で質問がありましたらお願いします。 

 

10月の共同保育についてですが、10月から合流するということな 

のか、もしくは、４月からもうすでに一緒になって行われていると 

いうことなのでしょうか。 

 

10月から行う共同保育は、今の職員はそのまま３月まで勤務となり 

ます。民間事業者で採用された保育士等は、10月から６～７名来て 

いただき、共同で保育してもらいますが、現在、平野、高丘の両園 

の保育士等が民間事業者から内定をいただいている場合は、プラス 

で共同保育に入るのではなく、その職員は市の職員でありますが、 

内定予定者ということで、現状のまま行っていきます。 
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委員１ 

 

 

施設係長 

 

  

 

 

委員２ 

 

施設係長 

  

 

委員２ 

 

施設係長 

 

 

 

 

委員２ 

 

施設係長 

 

 

 

会長 

 

 

施設係長 

 

 

 

 

 

 

例えば、３歳児に２人職員がいた場合、10月からもう一人来るとい 

うことでいいのでしょうか。 

 

どちらかでも、一人でも、民間事業者の内定をいただいている人で 

あれば、プラスはしません。４月から新園の職員としていきますの 

で共同保育する必要はありません。 

プラス１になるクラスもありますし、しないクラスもあります。 

 

新園の先生たちは何人くらいになるのでしょうか 

 

両園で 60数名という予定です。 

シフト等によって増減は出てくると聞いています。 

 

それはいつ頃はっきりしてくるのですか。 

 

はっきりするのは開園間近と思います。 

ただし、県の認可を受けますので、例年ですと９月下旬に認可申請、 

２月か３月に県の審議会を経て認可となりますので、遅くとも、認 

可される頃までには予定者が決まるものと思います。 

 

保育士が足りないという問題は大丈夫ですか。 

 

今のところは、見通しは良いと聞いています。 

予定の半分は内定が出ている状況であると聞いています。 

もし足りないのであれば、市の方も協力していきます。 

 

三者協議会の協議事項は今のところ順調に進んでいるということ 

でよろしいですか。 

 

 協議事項を皆さんで決めていただいて、それに対して毎回協議させ 

ていただいています。今のところほぼ決定しています。 

園の名称も現在仮称がついていますが、９月の三者協議会で正式に 

決定となる見込みです。また、平野、高丘の全保護者に、協議事項 

に加えてほしい事項があればということでアンケートを実施した 

ところ、病児保育の実施するのか、伝統の竹馬を実施するのかとい 

うものがありました。 
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 委員３ 

 

施設係長 

 

 

 

 

会長 

 

 

施設係長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

５ その他 

子ども部長 

 

 

会長 

 

保育係長 

 

６ 閉会 

子ども部長   

 

 

 病児保育については、要望があれば今後検討していくとの決定がな 

され、竹馬については、やらないわけではないが、継承はしない、 

新たなものを検討していきたいということになりました。 

 

開園までが大変だと思うが、今の備品はどうするのですか。 

 

今使っている備品については、使えるものは既存の公立園で使用す 

る予定です。 

 

（その他質問なし） 

 

 次に、次第３の次期保育所整備計画について、事務局からお願いし 

ます。 

 

・次期保育所整備計画について 

次第記載内容を説明 

概要： 

  次期保育所整備計画（R8～R12）の策定を、令和７年２月頃から開 

始する予定 

 

ただいまの事務局からの説明で質問がありましたらお願いします。 

 （質問なし） 

 

 

 事務局からはありませんが、委員の皆さまから全体を通して、何か 

ご質問などありますか。 

 

 熱中症や感染症の状況はどうでしょうか。 

 

 感染症では手足口病の罹患者が増えています。 

 

 

 以上を持ちまして、本日の審議会を終了といたします。 

                   

                 （ 閉会：午後６時 37分 ）     

 


